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2019.5.21 

教科会 

 

CAN-DOリスト の目的 

 

生徒が英語を使って何ができるようになるのか，身につけるべき能力を明確化し 

 

① 指導と評価の改善に活用する。 

② 生徒が主体的に学習する態度・姿勢を身につけるために活用する。 

③ 教師同士で指導の目標や方針を共有するために活用する。 

 

CAN-DOリスト の運用 

 

1. シラバス・年間学習指導計画の作成に活用する。 

 

2. ワークシートの作成に活用する。 

① 授業や活動の目標を CAN-DOリストから選んで，明記する。 

② 授業の活動が CAN-DO リストと一致しているか確認する。 

 

3. 生徒や教師の自己評価に活用する。 

① CAN-DOリストを活用して，4月 10月 3月に生徒が自己達成度を評価する。 

② CAN-DO リストを活用して，4 月 10 月 3 月に教師が生徒の達成度を評価する。 

 

4. パフォーマンステストの内容や評価の検討に活用する。 

CAN-DO リストを基にルーブリックを作成し生徒のパフォーマンスを評価する。 

 

5. 定期考査の問題作成に活用する。 

授業を通じて身につけた力で，初見の問題にどれだけ対応できるかを試す。 

 

6. CAN-DOリストは毎年見直し改善をしていく。 

１月 生徒や教師の自己評価・目指すべき方向性・授業の実態などから，次年度へ

の改善点について，検討を始める。 

２月 教科会で改訂版原案検討する。 

３月 次年度のシラバス・年間学習指導計画のベースを作成する。 

 

 

 


